
選んだ理由

真似したいところ

スペース　なる　　https://space-naru.com/

一目で「子ども向け」と分かる

利用者の声（保護者の声）が感情として伝わる

 温かい雰囲気＋視覚的安心感がある

 利用後の変化が想像できる

行政×地域を押し出すことで、親心理に寄り添

う“安心感の演出”

01

世界観が統一されている

保護者の声・ストーリー形式

ビジュアルで“空気感”を伝える（サービス内容

がわかりづらい）

安心感の獲得の動線

主語の使い方が、上手。子供が中心にありなが

らも利用者は親というのが明確

https://space-naru.com/


選んだ理由

真似したいところ

 ベビーノ　　https://bebeano.com

明るく、読みやすい

色と空間の使い方が“子ども向け”にマッチ

情報が整理され、迷わない

支援内容が多い＝複雑になっていない

02

1セクション＝1メッセージで見出しを見れば

内容が分かるように設計されている。

文字量がコントロールされている

視線の流れがシンプル

色・余白・写真のトーンが統一されている

子ども向け＝ポップすぎない

専門性が出されているが、白すぎない

https://bebeano.com/


選んだ理由

真似したいところ

 青葉訪問看護ステーション　　https://aoba-houkan.com

専門性の見せ方が上手

清潔感・信頼感の演出が強い

お問い合わせ導線が抜群に分かりやすい

説明が端的で、専門性を振りかざさない

03

医療系としての清潔感・安心感

問い合わせまでの距離が近い

営業感・医療職の信頼感を“圧なく”伝える設計

https://aoba-houkan.com/

